













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































詩は川での名作であるが、首聯を「山 轉 ／秋水 日 潺湲」


























































詩は制作年未詳の作。首聯は「萬里 春 應 盡／三江 雁 亦 稀」
という整った對句であるが、頷聯「-天 水 廣／孤客 郢 歸」の
「天」と「孤客」に對偶上、やや無理があるので、「偸春體」となる。
後詩は安祿山の亂以の作という。首聯は「南國 有-歸舟／荊門 泝-上












































































張九齡 １首／ ８４首（ １．２％）
王 維 ５首／１０２首（ ４．９％）〔※２〕
杜 甫 １２首／６２７首（ １．９％）
賈 島 ４首／２２６首（ １．８％）
３．「上句多仄聲聯」（ａ式：●●●●／Ｂ式： ○○●◎）
張九齡 ０首／ ８４首（ ０．０％）
王 維 １首／１０２首（ ０．９８％）
杜 甫 ２１首／６２７首（ ３．３％）〔※３〕













張九齡 ４首／ ８４首（ ４．８％）〔※６〕
王 維 ５首／１０２首（ ４．９％）〔※６〕
杜 甫 １５首／６２７首（ ２．４％）
賈 島 ６首／２２６首（ ２．７％）
７．「失 粘」
張九齡 ７首／ ８４首（ ８．３％）〔※７〕
王 維 １首／１０２首（ ０．９８％）
杜 甫 ３首／６２７首（ ０．５％）
賈 島 ０首／２２６首（ ０．０％）
８．「失 對」
張九齡 ５首／ ８４首（ ６．０％）〔※７〕
王 維 ０首／１０２首（ ０．０％）
杜 甫 ３首／６２７首（ ０．５％）
賈 島 ０首／２２６首（ ０．０％）
９．「孤 」（Ｂ式：●○●●◎）
張九齡 ０首／ ８４首（ ０．０％）
王 維 ０首／１０２首（ ０．０％）
杜 甫 ２首／６２７首（ ０．３％）
賈 島 ５首／２２６首（ ２．２％）〔※８〕
「aB變格聯」（ａ式：●●○●／Ｂ式： ○○●◎）という形態は、筆
の大まかな査によれば、初の五律に現れる度は極めて低く、沈	
期や宋之問の五律に至ってやや目につき始める
（12）
。この形態を、おそらく
自覺
に驅使し始めた詩人の一人が王維であり、その五律中に占める
合は一を超える〔※１參照〕。張九齡の五律におけるそれも、初の五
中國詩文論叢 第二十九集（54）
律と較べれば、かなり高い合である。また、杜甫や賈島の五律におけ
るその出現度の大幅な上昇は、この形態がや中において十分
知されていたことを物語るものである
（13）
。なお、杜甫はこれを七言律詩に
も應用しており、それを受け繼いだといわれるの詩人・許渾のいわ
ゆる「丁卯句法」の下五字も、實にこの「aB變格聯」と一する
（14）
。この
形態は「拗律」の	熟度を測るうえで恰好の指標となるものであろう。
「丑
特殊形式」（ａ式：●○●●／Ｂ式： ○○●◎）という形態は、
王維の五律中、五首に見られる〔※２參照〕。杜甫や賈島の五律にあまり
使われていないのは、この形態が、さきの「aB變格聯」のようには上下
句の仄が表裏をなさず、均衡の美を缺いているからかもしれない。ま
た、「上句多仄聲聯」（ａ式：●●●●／Ｂ式： ○○●◎）という形態が
王維の五律に一例あるが、これは杜甫の五言「拗律」に特な形態だっ
た〔※３參照〕。
張九齡の五律には「仄三」（ｂ式： ○●●●）がひときわ多く、4
以上にこの形態が見られる〔※４參照〕。「挾み」（ｂ式： ○●○●）は
初の五律にも非常によく現れ、宋之問の五律中にも出するが、王維
もこの形態を好んだようであり〔※５參照〕、同一詩中に二回も用いたり、
あるいは下句に「三」をせた聯を作るなどしている。「三」
（Ａ式：●○○◎）は初の五律にもめったに見られない、律詩制作上の
禁忌であるが、張九齡と王維の五律にはやや多く現れる〔※６參照〕。
「失粘」「失對」は張九齡の五律に多く〔※７參照〕、他の三詩人の五律に
はほとんど見られなかった。「孤」は張九齡の五律にも、王維の五律に
もく見られず、賈島の五律中に五例もあるほうが常でない〔※８參照〕。
なお、張九齡の五律には、作詩の時期・場や詩の容から見た場合、
奉和製、唱和・答、行・宦、詠懷、挽歌詞といったジャンルを
問わず變格がりに出現し、王維の五律においても、應制・應の五律
が詩律にほぼ忠實であるほかは、答・應酬、閑居、別などのジャン
ルにおいて變格が多く現れた。このほか、王維の五律の頷聯が々對偶
律から外れていることを、今回の査で知ることができた。總じて張九
齡と王維の五律には、體詩の嚴格な韻律に照らせば、意外にも多くの
が存在するのである。
（五）おわりに
張九齡と王維の五言律詩に種々の變格が出現し、なかんずく「●●
張九齡と王維の五言「拗律」について（丸井）（55）
○●／ ○○●◎」という形態が多く出始めているのを確できたこと
が、今回の査の大きな收の一つであった。このほか、張九齡の五律
には「仄三」（ ○●●●）がかなり多く、また「失粘」「失對」も目に
付き、王維の五律には「挾み」（ ○●○●）が多く、かつ頷聯の對句
をしばしば外していることも、今回の査で明らかになった。體詩の
韻律が原則として保持され、	
の詩人でその識が共有されていた
ことはおそらく確かであるが、韻律の實際の用の仕方については詩人
各自に任されていた、と考えるほうが實にかろう。ことに五言句第
三字の拗用
おうよう
が積極に作爲され、拗字を效果に驅使することに	
の
詩人たちが目覺めたことは、決して律詩の韻律を歪め、その價値を貶め
ることにはならず、むしろ律詩の表現力をより豐かにし、その生命力を
旺んにしたのではなかろうか。もし五言律詩のすべてが、韻律に忠實な
正格ばかりであったなら、その表現はかえって板に墮し、ひょっとす
ると、沈（441―513）の四聲八病に基づく「新體詩」のように、ある
いは有名無實していたかもしれない。それから、	
の五律における
變格のあるものは、初
の體詩形を飛び越えて、六期にまで
遡り、當時の五言詩に見られた古句のにヒントを得、それらを應用
した形跡がある。たとえば、沈と同時期の詩人・江淹（444―505）の
「張司空離」詩には「徑少行迹／玉臺生絲」（○●●○●／●○○
●◎）という聯が見える。初
の體詩の形で制作を控えられて
いたこの種の子は、	
以の律詩の中で再び見直され、活用されて
いったものと考えられる。
・・
（１） 中國詩文究會『中國詩文論叢』第二十八集（2009年12）收。
（２） 香：中書局香分局、1973年５。
（３） 下句Ｂ式の第一字は 常、聲のみを用いることになっているが、第三
字が聲となると「孤」を犯す!れがなくなるので、第一字に仄聲を用
いることができるようになる。よってこの「aB變格聯」、および「丑"特
殊形式」「上句多仄聲聯」の下句Ｂ式第一字の仄符號は「 」印を用い
ることにした。
（４） 王力#『$語詩律學』第108頁に「丑"特殊形式是在aＢ式聯語中、把
ａ式出句腹%下字改爲仄聲、同時把Ｂ式對句腹%上字改爲聲。換句
話、在五言裏、就改爲：仄仄仄
&
仄、
&
仄」（傍點は筆'。拗字
を表す）と(べられているものである。
中國詩文論叢 第二十九集（56）
（５） 于石『古典詩詞知識辭典』（合肥：山書舍。1990年７）第276頁の
「蜂體」の項に「律詩格式之一種。頷聯不用對仗、兩句敍一事、其意上
下流貫、將散、故稱“蜂”。」とある。
（６） 『	詩』（北京：中
書局 1985年１）卷三「明皇」（第一冊第31
頁）參照。
（７） 以下、王維の五律の對偶表現を檢證する際、當該箇を引くなかで、動
詞と目語、もしくは置詞と目語のに「-」（角ハイフン）を入れ
る。この措置により對句か否かがより明確になる。
（８） 于石『古典詩詞知識辭典』第249頁の「偸春體」の項に「律詩一體。
首聯用對仗而頷聯不用對仗、將頷聯對仗提到首聯（頷聯不再用對仗）、
如同偸春色而先開、故稱“偸春體”、或稱“探春體”。」とある。
（９） この「聽」字はおそらく去聲（徑韻）に讀む。⑪を參照されたい。
（10） この「施」字はおそらく去聲（韻）に讀む。
（11） 尾聯上句の「聽」字を王維は去聲（徑韻）に讀んでいる。王維より後輩
だが、白居易の七律組詩「香爐峰下新卜山居堂初偶題東壁五首」第四
首の頷聯に「愛寺鐘欹枕聽

／香爐峯撥簾看」（ｂ式：○●●○○●●

／Ａ式：○○○●●○◎）とあるのがはなはだ有名である。王維より先輩
の詩人たちの五律中にも「聽」字を去聲に讀んだ例は多い。その一端を
げれば、杜審言の五律「經行嵐州」詩の頸聯「水作琴中聽

／山疑畫裏看」
（ａ式：●●○○●

／Ｂ式：○○●●◎）、李の五律「琴」詩の尾聯「子
期如可聽

／山水餘哀」（ｂ式：●○○●●

／Ａ式：○●●○◎）、沈期
の五律「夜宿七盤嶺」詩の尾聯「客空留聽

／襃 聞!"」（ａ式：○●
○○●

／Ｂ式：○○○●◎）、張九齡の五律「和崔#門寓直夜聽$之作」
詩の頷聯「幸入%&聽

／應'飮露知」（ａ式：●●○○●

／Ｂ式：○○●
●◎）など。また、王維の「故南陽夫人樊氏輓歌二首」其二詩は仄聲韻脚
（去聲(韻）の五言八句詩であるが、その尾聯「不言長不歸／)佩*將聽

」
（●○○●○／○●○○+

）の韻脚にも去聲（徑韻）の「聽」の字が使わ
れている（(韻と徑韻とは,用可）。句末だけでなく句中でも去聲に讀む
例がかなりある。
（12） 筆-は、沈期と宋之問の五律における變格の出現に關する小論を目下
執筆中である。また、初	の五律般における詩律の.守/況も同時に0
査中であるが、その結果を1いうちに公表したいと考えている。
（13） 賈島の五言「拗律」に見られる變格の形態とその出現2度を論じたもの
に、拙稿「賈島の五言拗律について」（早稻田大學中國文學會『中國文
學3究』第三十五期（2009年12）收）があるので、あわせて參照され
たい。
（14） 宋末元初の詩論家・方回は、その4『瀛奎律髓』卷之二十五「拗字5」
の序において、南宋の江湖6ので好まれた許渾の「丁卯句法」が、實は
杜甫に始まるものだと7べながら、その句法を紹介している。「今『江湖』
張九齡と王維の五言「拗律」について（丸井）（57）
學詩、喜許

渾

詩『水聲東去市變、山勢北來宮殿高（●○○●●○●／
○●●○○●◎）』、『湘潭雲盡山出、巴蜀春水來（○○○●●○●
／○●●○○●◎）』、以爲丁

卯

句

法

。殊不知始於老杜、如『負出井此溪
女、打鼓發船何郡	（●○●●●○●／●●●○○●◎）』、『寵光
與
多碧、點桃舒小紅（●○●●●○●／●●○○○●◎）』之也」（傍
點、仄符號および下線は筆）。そしてこれらの句の下五字には本稿で
いう｢aB變格聯｣（ａ式：●●○●／Ｂ式： ○○●◎）と一した形
態がめられる。
中國詩文論叢 第二十九集（58）
